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な
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施設・設備は不健康！施設・設備は不健康！

健康寿命は健康寿命は
県内トップ！！県内トップ！！

第２回定例会

老朽化がすすむ保健センター老朽化がすすむ保健センター

　

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
４
日
か
ら
６
月
12
日
ま
で
の
９
日
間
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
に
関
す
る
も
の
３
件
、
条
例
の
制
定
に

関
す
る
も
の
３
件
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算
の
議
定

に
関
す
る
も
の
５
件
、
町
有
地
に
お
け
る
事
故
の
報
告
１
件
、
令
和
５
年
度
一
般
会

計
の
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
１
件
の
合
計
13
案
件
で
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
の
意
見
書
が
１
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

問　
保
健
セ
ン
タ
ー
空
調
設

備
の
改
修
は
、
今
後
の
運
営

形
態
を
視
野
に
入
れ
た
も
の

か
。

答　
今
回
は
空
調
設
備
の
改

修
と
な
る
が
、
施
設
自
体
が

老
朽
化
し
て
い
る
。
全
体
的

な
設
備
を
点
検
し
、
長
期
的

な
計
画
を
考
え
て
い
く
。

問　
保
育
士
・
保
育
従
事
者

の
配
置
基
準
の
改
正
は
、
要

望
が
あ
っ
た
か
ら
か
。

答　
国
の
基
準
が
改
正
さ
れ

た
た
め
だ
。

問　
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金

繰
入
金
80
万
円
は
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
か
。

答　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
で
、
企
業
４
社
か
ら

の
も
の
だ
。

問　
住
民
票
等
へ
の
振
り
仮

名
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

へ
の
ロ
ー
マ
字
記
載
等
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
い
か
が
か
。

答　

令
和
７
年
５
月
頃
に

な
る
。

問　
条
文
に
暴
力
団
員
に
関

す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
暴
力
団
員

が
関
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
に
誓
約
等
を

求
め
る
も
の
か
。

答　
指
定
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
に
法
律
の
規
定
す
る

「
暴
力
団
員
及
び
鳩
山
町
暴

力
団
排
除
条
例
第
２
条
第
１

号
及
び
第
２
号
に
規
定
す
る

暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と

を
誓
約
す
る
誓
約
書
」
の
提

出
を
求
め
る
も
の
だ
。

　

住
民
基
本
台
帳
国
庫
補
助

金
と
社
会
保
障•

税
番
号
制

度
シ
ス
テ
ム
構
築
整
備
国
庫

補
助
金
を
受
け
取
り
、
そ
れ

を
使
用
す
る
こ
と
に
反
対
だ
。

�

（
根
岸
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

保
険
証
一
体
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
費
補
助
金
が
使
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
に
反
対
だ
。

�

（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

地
域
型
保
育
事
業
の
設
備

及
び
運
営
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
の
指
定
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

はとやま議会だよりNo.165　23　はとやま議会だよりNo.165



　

一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
が

あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
関
連
の
補
助
金
と
称
す
る

の
で
反
対
だ
。�

（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

　

国
に
対
し
て
鳩
山
町
議
会 

か
ら
「
紙
の
保
険
証
を
廃
止

し
な
い
よ
う
に
」
と
意
見
書

を
提
出
し
て
い
る
。

　

本
来
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ 

ー
ド
は
任
意
取
得
で
あ
る
の

に
、
実
質
的
に
義
務
化
と
な

る
マ
イ
ナ
保
険
証
に
は
、
納

得
が
い
か
な
い
。�

（
野
田
）

　

衆
議
院
で
提
示
さ
れ
た
当

法
案
資
料
に
よ
れ
ば
、「
国

民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
事
態
」
と
な
っ
た
場

合
、
あ
る
い
は
そ
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
、
国
は
自
治
体
よ

り
情
報
と
意
見
を
求
め
、
状

況
把
握
に
努
め
た
上
で
、
国

民
保
護
の
措
置
の
的
確
か
つ

迅
速
な
実
施
を
確
保
す
る
た

め
、
必
要
な
指
示
を
す
る
こ

と
が
出
来
る
、
と
あ
る
。

　

国
県
市
町
村
の
連
携
強
化

が
法
案
提
出
の
理
由
だ
と

言
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
阪
神
淡
路
大
震

災
で
は
、
自
治
体
と
国
そ
し

て
自
衛
隊
へ
の
連
絡
や
意
思

疎
通
が
迅
速
に
で
き
な
か
っ

た
た
め
に
、
自
衛
隊
の
初
動

が
遅
れ
、
助
か
る
命
も
助
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

当
法
案
は
必
要
な
法
案
と
考

え
る
。
よ
っ
て
当
法
案
に
対

す
る
反
対
の
意
見
書
提
出
に

は
反
対
す
る
。�

（
関
根
）

　大規模災害や感染症の大流行などの非常
事態時であれば、個別法に規定がなくて
も、国が自治体に対する指示権を拡大する
ことが規定された地方自治法改正案が、５
月30日の衆議院本会議で可決された。今
回の改正案は、政府が閣議決定の手続きを
経れば、個別法に規定がなくても、自治体
に対し法的義務を持つ指示を行えることを
規定する内容である。
　地方自治法は、第１条において、「この
法律は、地方自治の本旨に基づいて、地方
公共団体の区分並びに地方公共団体の組織
及び運営に関する事項の大綱を定め、併せ
て国と地方公共団体との間の基本的関係を
確立することにより、地方公共団体におけ
る民主的にして能率的な行政の確保を図る
とともに、地方公共団体の健全な発達を保
障することを目的とする。」と定めている。
　しかし、今回の改正案は「地方自治の本
旨」とされている地方公共団体の団体自治
及び住民自治の２つの意味における地方自
治の確立とは相入れないものである。また、
地方自治法第245条の３、普通公共団体に
対する国の関与は 「必要な最小限度のもの
とする」と定められていることにも反する
ものである。
　地方公共団体の自主性や独立性が担保さ
れ、地方分権の流れを逆行させるもので
あってはならないと考える。
　よって、鳩山町議会は、国会及び政府に
対し、政府の統制力がいたずらに強められ
ることなく、地方自治の自主性・自立性が
守られるよう、下記の事項を強く求める。

記
１．地方自治の本旨に基づき、地方公共団

体の団体自治や住民自治を制限するよう
な地方自治法改正は行わないこと。

地方自治の自主性・自立性が地方自治の自主性・自立性が
守られることを求める意見書守られることを求める意見書

反対多数で否決

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

政
府
は
今
国
会
で
、「
国

民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
事
態
」
の
時
に
、
国

が
地
方
に
「
指
示
」
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
地
方
自
治
法

を
改
正
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
「
事
態
」
と
は
い

か
な
る
事
態
な
の
か
。

　

こ
の
事
態
と
は
あ
ま
り
に

抽
象
的
で
、
国
に
よ
る
恣
意

的
な「
指
示
」が
ま
か
り
通
っ

て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

　

必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
個

別
法
の
災
害
対
策
基
本
法
な

ど
の
改
正
で
対
処
す
べ
き
で

あ
っ
て
、
一
般
法
で
あ
る
地

方
自
治
法
を
改
正
し
て
、
国

の
指
示
権
を
拡
大
す
る
こ
と

は
、
地
方
分
権
法
で
「
国
と

自
治
体
は
対
等
と
す
る
」
に

逆
行
し
、
地
方
分
権
・
地
方

自
治
の
後
退
に
つ
な
が
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
に
関
わ
る
地
方
議

員
と
し
て
本
意
見
書
に
つ
い

て
賛
成
す
る
。�

（
清
水
）

　

指
示
権
の
導
入
は
地
方
自

治
に
反
し
、
地
方
自
治
の
確

立
と
相
い
れ
な
い
も
の
で
あ

る
。
普
通
公
共
団
体
に
対
す

る
国
の
関
与
は
必
要
最
小
限

の
も
の
と
す
る
。
１
９
９
１

年
の
地
方
分
権
一
括
法
で

は
、
地
方
分
権
を
掲
げ
な
が

ら
、
法
廷
受
諾
事
務
を
温
存

し
、
自
治
体
へ
の
指
示
、
代

執
行
な
ど
、
国
の
強
力
な
関

与
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
こ
う
い
う
地
方

自
治
を
破
壊
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
地
方
自
治
法
の
改
定
案

を
可
決
し
な
い
よ
う
求
め
る
。

�

（
根
岸
）

〈
賛
成
討
論
〉

はとやま議会だよりNo.165　23　はとやま議会だよりNo.165



「私たちは賛成・反対しました」
○は賛成　●は反対　議は議長

令和６年第２回定例会 議案

議　員　氏　名

審議
結果

清
水　

秀
幸

関
根　

清
隆

中
山　

明
美

日
坂　

和
久

小
鷹　

房
義

森　
　

利
夫

松
浪
健
一
郎

野
田
小
百
合

石
井　

計
次

根
岸
富
一
郎

大
賀　

広
史

石
井　
　

徹

町　

長　

提　

出

専決処分の承認（令和６年度一般会計補正予算（第１号））
保健センターの改修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 承　　認

専決処分の承認（税条例の一部を改正する条例）
定額減税にかかる改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 承　　認

専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
国民健康保険税の減額にかかる改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 承　　認

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部改正
利用者の申し出により、文書の交付に代えて、電磁的方法による提供も可能とするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

地域型保育事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正
職員の配置基準の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議 原案可決

指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例の一部改正
事業者等の指定に関する基準の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

令和６年度一般会計補正予算（第２号）の議定
歳入歳出それぞれ１億8835万４千円を追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 議 原案可決

令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の議定
歳入歳出それぞれ298万３千円を追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 議 原案可決

令和６年度介護保険特別会計補正予算（第１号）の議定
歳入歳出それぞれ21万５千円を追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議 原案可決

令和６年度水道事業会計補正予算（第１号）の議定
人件費の増額によるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

令和６年度下水道事業会計補正予算（第１号）の議定
人件費の減額によるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

議
員
提
出
地方自治の自主性・自立性が守られることを求める意見書案 ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● 議 否　　決

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
補
充
員
選
挙

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

町
の
事
業
を
他
の
市
町
と
共
同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

選
挙
は
議
長
の
指
名
推
薦
で
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

〇
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

髙
木　
　

豊
（
亀
井
地
区
）

藤
堂　

大
義
（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
）

小
林　

錦
市
（
今
宿
地
区
）

齋
藤　

稔
子
（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
）

〇
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

石
井
眞
由
美
（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
）

篠
﨑　

幸
一
（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
）

吉
岡　

光
一
（
亀
井
地
区
）

小
田　
　

彰
（
今
宿
地
区
）

　

５
月
23
日
、
坂
戸
地
区
衛
生
組
合
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
執
行
の
坂
戸
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
並
び
に
坂
戸
市
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
、
石
川
清
市
長
が
再
選
さ
れ
、
坂
戸
地
区
衛
生
組
合
管
理
者

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
長
に
は
坂
戸
市
選
出
の
古
内
秀
宣
議
員
が
指

名
推
薦
に
よ
り
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
１
件
で
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

坂
戸
地
区
衛
生
組
合

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています
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借
金
の
返
済
に
追
わ
れ
、

な
す
べ
き
公
共
事
業
が

ま
ま
な
ら
な
い

森　利夫　議員
１　企業誘致について
２　町の財政について
３　南比企窯跡群について

関根　清隆　議員
１　災害時対応の充実を求める
２　農産業、畜産業の今後はいかに
３　公共施設の耐久年数と建て替え計画はいかがか

大賀　広史　議員
１　地域共生社会の実現に向けて
２　農村地域への移住促進
３　町民をがっかりさせる魔法の言葉「予算がないのでできません」

小鷹　房義　議員
１　太陽光発電事業について
２　動物による農作物への被害状況について
３　鳩山町ふるさと納税について

中山　明美　議員
１　軟骨伝導補聴器の導入を
２　乳がん予防とアピアランスケア
３　小中学校の置き勉強道具（置き勉）

野田小百合　議員
１　生物多様性を守るために
２　学校給食を基軸とした農業の活性化を
３　中学校の制服について

日坂　和久　議員
１　水道事業の現状と今後のあり方について
２　デマンドタクシーの利便性向上とデマンドタクシーを
　　補完する交通手段の確保・充実について

清水　秀幸　議員
１　子どものインフルエンザ予防接種の助成について
２　成年後見制度の周知と利用促進について
３　加齢性難聴者への補聴器購入助成制度の復活を
４　保険証廃止とマイナンバーカード化について

根岸富一郎　議員
１　農業振興について
２　介護保険について
３　石坂の森にトイレの設置を考えないか

石井　計次　議員
１　人口減少について
２　地域未来投資促進法について
３　ハラスメントについて

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開催
される定例会で、町政全般に対し質問をすること
ができます。これを「一般質問」といいます。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、執筆
した原稿を掲載しています。一般質問　10議員が質問

町政を問う町政を問う!!

森
　
利
夫 
議
員

インフラ整備等にもっと予算を
町債残高削減計画の達成をめざす

プライマリーバランス

企
業
誘
致

問 

今
宿
仮
宿
地
区
の
企
業

誘
致
の
現
状
を
伺
う
。

答　

近
い
う
ち
に
進
出
企
業

名
等
を
報
告
で
き
る
予
定
。

町
の
財
政
運
営

問 

町
の
借
金
は
10
年
く
ら

い
前
に
比
べ
、
倍
額
の
70
億

円
に
達
し
た
。
水
道
事
業
等

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
遅
れ
が

出
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
る
か
。

答　

水
道
事
業
の
課
題
の
対

応
し
て
、
計
画
的
な
事
業
運

営
を
進
め
施
設
の
更
新
に
取

り
組
む
。

　

町
道
や
橋
梁
等
の
整
備
は
、

事
業
費
の
平
準
化
と
財
政
運

営
が
過
度
の
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
適
切
な
進
捗
管
理
に

努
め
る
。

問 

答
弁
は
正
論
に
聞
こ
え

る
が
、
活
性
化
事
業
区
域
か

ら
外
れ
た
高
野
倉
地
区
の
、

町
道
52
号
線
改
修
工
事
は
、

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

答　

町
の
一
般
施
策
と
し
て

実
施
の
た
め
の
事
業
工
程
を

検
討
す
る
。

問 

現
状
で
は
全
く
計
画
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答　

今
後
計
画
す
る
。

問 

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
の
黒
字
額
か
ら
考
え
る
と
、

公
共
事
業
費
等
を
増
額
し
て

予
算
編
成
を
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
は
黒
字
だ
が
、
財
政
上
は

ゆ
と
り
が
な
い
。
町
債
発
行

を
抑
え
、
町
債
削
減
計
画
に

沿
っ
て
財
政
運
営
を
し
た
い
。

問 

町
債
残
高
削
減
計
画
に

基
づ
い
て
、
返
済
だ
け
を
優

先
す
る
と
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
の
公
共
事
業
が
遅
れ
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

答　

水
道
施
設
改
修
工
事
の

問
題
で
、
近
隣
の
自
治
体
は
、

料
金
値
上
げ
を
検
討
し
て
い

る
。
鳩
山
町
は
水
道
事
業
に

現
金
が
あ
る
の
で
、
料
金
改

訂
を
せ
ず
老
朽
化
対
策
を
す

る
予
定
だ
。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

10
年
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
参
考

資
料
を
示
し
て
も
、
作
ら
な

い
方
向
の
よ
う
で
す
ね
。

大
賀
　
広
史 

議
員

関
根
　
清
隆 

議
員

地
域
共
生
社
会
の
実
現

問 

防
災
無
線
は
聞
き
取
り

づ
ら
い
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

ラ
イ

ン)

に
よ
る
プ
ッ
シ
ュ
通
知

を
提
案
す
る
が
。

答　

昨
年
か
ら
町
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
つ
い
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

配
信
を
始
め
て
い
る
。
災
害

時
の
活
用
も
想
定
し
て
い
る

の
で
、
既
存
の
伝
達
手
段
に

加
え
、
運
用
し
て
い
き
た
い
。

問 

町
内
の
認
知
症
者
数
は
。

答　

将
来
推
計
を
基
に
推
計

す
る
と
、
約
１
２
７
０
人
。

問 

介
護
保
険
基
準
額
が
県

内
一
低
い
と
の
こ
と
だ
が
、

認
定
率
の
伸
び
は
ど
の
よ
う

か
。

答　

こ
こ
数
年
、
増
加
の
一

途
を
辿
っ
て
い
る
。

問 

認
定
審
査
を
遅
ら
せ
て

い
て
は
本
末
転
倒
だ
が
。

答　

申
請
か
ら
お
お
む
ね

１
ヶ
月
程
度
で
認
定
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
申

請
者
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る

状
況
も
あ
る
。

農
村
地
域
へ
の
移
住
促
進

問 

農
地
法
改
正
で
農
地
を

買
い
や
す
く
な
っ
た
の
か
。

答　

取
得
後
の
耕
作
面
積
の

下
限
面
積
が
撤
廃
さ
れ
た
こ

と
で
、
新
規
就
農
の
可
能
性

災
害
対
策

問 

能
登
半
島
地
震
へ
支
援

の
職
員
を
派
遣
し
た
が
、
そ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
何
か
。

答　

３
名
派
遣
し
、
報
告
会

を
行
い
全
職
員
で
情
報
を
共

有
し
て
い
る
。
特
に
ト
イ
レ

と
水
の
問
題
が
重
要
。

問 

町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
は
水
害
や
崖
崩
れ
対
策
が

中
心
で
、
地
震
や
暴
風
雨
に

つ
い
て
は
不
十
分
な
の
で
、

さ
い
た
ま
市
の
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
（
53
ペ
ー
ジ
）
や
埼

玉
県
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

ブ
ッ
ク
等
を
参
考
に
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
全
戸
配

布
願
い
た
い
が
い
か
が
か
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
参

考
に
な
る
情
報
が
掲
載
し
て

が
高
ま
っ
た
と
考
え
る
。

問 

農
地
を
買
え
て
も
、
そ

こ
に
家
を
建
て
る
の
は
、
難

し
い
の
で
は
。

答　

基
盤
整
備
が
済
み
、
利

水
条
件
が
整
っ
て
い
る
地
域

は
、
農
振
農
地
で
あ
り
、
転

用
が
難
し
い
。

問 

ハ
コ
モ
ノ
整
備
を
見
直

し
、
泉
井
地
区
へ
の
集
住
化

整
備
計
画
の
実
現
が
図
れ
て

い
れ
ば
、
移
住
促
進
は
進
ん

で
い
た
の
で
は
。

答　

財
政
的
な
課
題
か
ら
実

施
を
見
送
っ
た
。

窓
口
対
応
の
悪
さ

問 

窓
口
職
員
の
接
遇
の
問

題
で
は
な
く
、
役
場
の
職
場

環
境
全
体
の
問
題
で
は
。

答　

担
当
課
と
し
て
、
そ
う

だ
と
答
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

あ
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
。
役
場
窓
口
に
冊
子
も
置

い
て
あ
る
の
で
利
用
願
い
た

い
。
今
の
と
こ
ろ
、
コ
ス
ト

の
問
題
も
あ
り
、
防
災
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
等
の
作
成
・
全
戸

配
布
は
計
画
し
て
い
な
い
。

農
業
・
畜
産
業

問 

「
ち
ょ
っ
く
ま
」
の
方

面
へ
行
く
と
休
耕
地
が
目
に

つ
く
。
こ
れ
を
利
用
し
て
家

畜
の
放
牧
を
行
こ
と
で
、
農

地
の
肥
沃
化
や
良
質
の
畜
産

が
可
能
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答　

町
内
畜
産
経
営
体
に
話

を
し
て
、
前
向
き
に
考
え
て

く
れ
る
な
ら
、
町
と
し
て
も

実
現
に
向
け
、
最
大
限
の
努

力
を
し
て
い
く
。

トップダウン環境下の問題では

災害対策のガイドブックの全戸配布を

担当課として答えるのは難しい

作成も全戸配布も計画していない

窓口対応の悪さ

災害対策

県のハンディな防災マニュアルブック。
Webから入手可。

優
良
田
園
住
宅
の
研
究
を
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

一
人
で
も
多
く
の
人
が

快
適
な
生
活
を

鳩
山
ブ
ラ
ン
ド
を

町
外
の
人
に
も

中
山
　
明
美 
議
員

小
鷹
　
房
義 

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
で
窓
口
に
設
置
さ

れ
て
い
る
軟
骨
伝
導
集
音
器

返
礼
品
に
復
活
し
た
鳩
豆
う
ど
ん

加齢性難聴の助成金復活を
支援のあり方を検討してみたい

軟骨伝導補聴器

問 

第
三
の
聴
覚
と
呼
ば
れ

る
軟
骨
伝
導
、
軟
骨
伝
導
補

聴
器
の
特
徴
は
。

答　

軟
骨
伝
導
は
、
質
量
の

小
さ
い
軟
骨
を
震
動
さ
せ
る

た
め
、
震
動
子
は
小
型
軽
量

で
、
接
触
さ
せ
る
だ
け
で
震

動
子
が
軟
骨
に
良
好
に
伝
わ

る
た
め
、
圧
着
も
不
要
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

問 

補
聴
器
購
入
補
助
の
対

象
に
加
え
て
は
い
か
が
か
。

答　

障
害
者
手
帳
等
を
お
持

ち
の
方
で
、
補
助
要
件
に
該

当
す
る
難
聴
者
に
、
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
難
聴
児
補
聴

器
購
入
費
助
成
事
業
で
は
、

軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児
の

補
聴
器
購
入
費
用
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

問 

加
齢
性
難
聴
の
補
助
は

廃
止
し
て
、
今
は
行
っ
て
い

な
い
の
で
は
。

答　

平
成
15
年
か
ら
平
成
28

年
ま
で
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
と
生
活
支
援
及
び
社
会
参

加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
補
助
を
行
っ
て
い
た
が
、

平
成
28
年
に
廃
止
し
た
。

問 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
の
に
「
聞
こ
え
」
は

大
切
な
要
素
だ
。
現
在
、
日

本
で
１
４
０
０
万
人
の
難
聴
、

返礼品にはどんなものがあるのか
ホームページに返礼品を掲載

ふるさと納税

太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い
て

問 

町
内
の
設
置
状
況
は
ど

の
よ
う
か
伺
う
。

答　

現
在
稼
働
し
て
い
る
件

数
は
、
平
成
30
年
度
４
件
、

令
和
元
年
度
５
件
、
令
和
２

年
度
８
件
、
令
和
３
・
４
年

度
０
件
、
令
和
５
年
度
は
１

件
が
稼
働
し
て
い
る
状
況
だ
。

平
成
30
年
度
か
ら
の
計
画
届

け
出
件
数
は
、
36
件
に
対
し

て
実
際
は
21
件
が
稼
働
し
て

い
る
。

問 

環
境
へ
の
配
慮
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

答　

樹
木
の
伐
採
や
造
成
等

に
よ
る
地
球
温
暖
化
、
自
然

災
害
、
生
物
多
様
性
の
機
能
、

里
山
と
言
わ
れ
る
景
観
を
形

成
す
る
機
能
な
ど
の
低
下
が

想
定
さ
れ
る
。

動
物
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

状
況
に
つ
い
て

問 

昨
年
と
比
較
し
て
、
被

害
状
況
の
違
い
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

近
年
は
イ
ノ
シ
シ
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
大
型
獣
の

増
加
が
発
生
し
て
い
る
状
況
。

水
稲
、
大
豆
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
な

ど
で
、
令
和
５
年
度
の
被
害

聞
こ
え
が
悪
い
人
が
い
る
う

ち
、
２
０
０
万
人
し
か
補
聴

器
を
使
用
し
て
い
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
一
人
で
も
多

く
の
人
が
快
適
に
聞
こ
え
て

生
活
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

ぜ
ひ
復
活
さ
せ
て
は
い
か
が

か
。

答　

廃
止
し
た
時
点
で
は
、

県
内
の
自
治
体
で
も
廃
止
を

す
る
自
治
体
が
多
か
っ
た
。

最
近
調
査
を
し
た
状
況
に
よ

る
と
、
県
内
の
自
治
体
の
中

で
加
齢
性
難
聴
に
係
る
補
聴

器
の
購
入
助
成
制
度
を
開
始

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

高
齢
者
支
援
の
在
り
方
を
改

め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

面
積
は
４
ア
ー
ル
で
被
害
額

は
34
万
３
千
円
と
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問 

鳩
山
町
で
多
く
選
ば
れ

て
い
る
返
礼
品
に
は
、
ど
ん

な
商
品
が
あ
る
の
か
。

答　

令
和
４
年
度
の
実
績
で

は
、
木
桶
仕
込
醤
油
・
丸
大

豆
醬
油
セ
ッ
ト
19
．
３
％
、

ロ
ー
ス
ハ
ム
の
バ
ラ
エ
テ
ィ

セ
ッ
ト
10
．
８
％
、
体
に
優

し
い
玄
米
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
な
ど
が
あ
る
。

問 

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
の
チ
ラ
シ
は
あ
る
の
か
伺

う
。

答　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
等
を
使
っ
て
町
の
紹

介
や
返
礼
品
を
掲
載
し
て
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
る
。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

総
配
水
量
増
加
、

漏
水
が
原
因
と
は⋯

ク
ビ
ア
カ
被
害
が

広
が
ら
な
い
よ
う
に
対
策
を

日
坂
　
和
久 

議
員

野
田
小
百
合 

議
員

水
道
ク
ラ
イ
シ
ス

問 

総
配
水
量
の
動
向
は
。

答　

令
和
５
年
度
ま
で
の
５

年
間
で
、
３
５
０
０
０
㎥
増

加
し
た
。

問 

人
口
減
少
・
節
水
意
識

等
で
減
少
の
は
ず
だ
が
、
増

加
の
原
因
は
何
か
。

答　

漏
水
が
原
因
だ
。

問 

有
収
率
は
収
益
水
量
を

表
す
が
、
５
年
度
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

答　
86
・
３
％
だ
。
漏
水
が

原
因
で
数
値
が
悪
化
し
て
い

る
。

問 

13
・
７
％
が
収
入
に
な

ら
な
い
。
金
額
は
い
く
ら
か
。

答　

約
９
０
０
万
円
。

問 

赤
字
の
大
部
分
が
漏
水

だ
。
早
急
な
調
査
で
応
急
修

繕
が
必
要
で
は
。

答　

発
見
で
き
た
異
常
水
量

９
箇
所
は
修
繕
済
だ
。
そ
の

他
不
明
箇
所
の
緊
急
漏
水
調

査
を
実
施
し
、
発
見
・
修
繕

す
る
。

デ
マ
ン
ド
の
補
完
交
通
手
段

問 

介
護
に
至
ら
な
い
が
歩

行
の
辛
い
方
が
増
え
る
。
直

近
１
～
２
年
で
デ
マ
ン
ド
を

補
完
す
る
機
能
を
持
つ
交
通

手
段
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
。

答　

具
体
的
に
は
福
祉
有
償

問 

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
の
被
害
状
況
は
。

答　

竹
本
地
区
、
泉
井
地
区
、

熊
井
地
区
、
鳩
山
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
（
に
ん
じ
ゃ
・
も
く
ば

公
園
）、
石
坂
地
区
の
５
地

区
で
発
見
さ
れ
た
。

問 

周
辺
自
治
体
の
被
害
状

況
は
い
か
が
か
。

答　

比
企
地
域
は
、
と
き
が

わ
町
を
除
く
す
べ
て
の
市
町

村
。
越
生
町
で
も
確
認
し
た
。

問 

今
後
、
ど
の
よ
う
に
被

害
を
く
い
止
め
る
の
か
。

答　

埼
玉
県
環
境
科
学
国
際

セ
ン
タ
ー
等
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
い
、
防
除
対
策
を
進

め
て
い
く
。

問 

民
有
地
は
調
査
し
て
い

る
の
か
。

答　

町
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
周
知
し
、
広
く
町
民

の
目
撃
情
報
を
集
め
、
町
内

の
生
息
状
況
を
確
認
で
き
な

い
か
検
討
す
る
。

ア
ラ
イ
グ
マ

問 

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
数

は
ど
の
よ
う
か
。　

答　

令
和
４
年
度
１
８
６
頭
、

令
和
５
年
度
２
３
７
頭
。
増

加
傾
向
に
あ
る
。

問 

捕
獲
器
貸
出
し
件
数
は
。

答　

５
月
末
時
点
で
45
件
。

運
送
と
考
え
る
。

問 

制
度
改
正
後
、
利
用
可

能
者
拡
大
だ
。
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
つ
い
て
、説
明
・

周
知
不
足
で
は
な
い
か
。

答　

説
明
・
周
知
不
足
で

あ
る
。
利
用
で
き
る
よ
う
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
理
解
い

た
だ
く
こ
と
や
移
送
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
。

問 

町
外
の
運
行
範
囲
は
。

答　

近
隣
市
町
で
あ
る
。

問 

利
用
目
的
に
入
通
院
の

他
、
買
物
等
の
追
加
を
。

答　

買
物
等
を
追
加
す
る
。

問 

福
祉
有
償
運
送
は
町
の

公
共
交
通
計
画
に
あ
る
。
町

の
主
体
性
を
求
め
る
が
。

答　

町
と
社
協
で
協
力
し
て

運
行
し
て
い
く
。

問 

町
独
自
で
捕
獲
従
事
者

研
修
会
を
開
催
し
な
い
の
か
。

答　

埼
玉
県
東
松
山
環
境
管

理
事
務
所
に
て
、
捕
獲
に
従

事
す
る
希
望
者
を
対
象
に
、

年
２
回
開
催
。
希
望
者
は
全

員
受
講
で
き
る
。

学
校
給
食
と
農
業
の
活
性
化

問 

学
校
給
食
に
お
け
る
地

場
産
農
作
物
の
利
用
率
は
。

答　

令
和
３
年
度
14
％
、
令

和
４
年
度
21
％
、
令
和
５
年

度
12
％
。
更
な
る
地
産
地
消

の
推
進
に
努
め
た
い
。

問 

令
和
５
年
度
に
お
け
る

利
用
農
作
物
の
種
類
は
。

答　

年
間
40
種
類
、
町
産
農

作
物
は
17
種
類
。

令和５年度損益の見込みは

クビアカの調査はどのように

約９８０万円の赤字になる

広く町民の目撃情報を集める

水道事業

樹木の保全

こ
れ
が
噂
の

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

頸だけ赤いから
クビアカ

福
祉
有
償
運
送
の
充
実
で
デ
マ
ン

ド
の
補
完
交
通
手
段
に
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

離
農
し
か
な
い
か

い
つ
の
日
か
年
齢
に
関

係
な
く
予
防
接
種
が
低

料
金
で
で
き
た
ら

根
岸
富
一
郎 
議
員

清
水
　
秀
幸 

議
員

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

農
家
に
対
す
る
保
障
が
必
要
で
は

借地・畝
う ね

刈
か り

の面積など価格は
農家との話し合いで見出したい

農業振興

問 

大
規
模
で
な
い
農
家
か

ら
は
、「
離
農
し
か
な
い
」

と
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
が
改
正
さ
れ
、
地
域
計

画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ

た
。
地
域
住
民
等
と
話
し
合

う
機
会
を
通
じ
、
考
え
方
な

ど
を
確
認
し
た
い
。

問 

食
料•

農
業•

農
村
基 

本
法
改
定
案
を
ど
う
考
え 

る
か
。

答　

良
質
な
食
料
が
合
理
的

な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
さ

れ
、
国
民
１
人
１
人
が
、
こ

れ
を
入
手
で
き
る
状
態
及
び

食
料
の
価
格
形
成
が
持
続
的

な
供
給
に
要
す
る
合
理
的
な

費
用
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
な

ど
、
４
点
が
改
正
さ
れ
た
。

問 

国
は
価
格
・
所
得
保
障

は
考
え
て
い
な
い
。
町
が
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
の
か
。

答　

大
き
な
改
革
は
、
国
に

お
い
て
検
討
す
べ
き
。

問 

借
り
た
土
地
の
面
積
や 

畝
刈
の
面
積
な
ど
、
価
格
が 

ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
。 

答　

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る 

地
域
農
家
と
の
話
し
合
い
で
、

「
在
り
方
」
を
見
出
し
た
い
。 

子どものワクチン接種費用の助成を
先行自治体を参考に検討する

インフルエンザ

問 

近
隣
自
治
体
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用

助
成
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答　

比
企
郡
市
の
８
市
町
村

と
坂
戸
市
、
鶴
ヶ
島
市
、
越

生
町
、
毛
呂
山
町
の
12
市
町

村
の
う
ち
、
８
市
町
村
で
助

成
。
対
象
者
は
、
生
後
６
ヵ

月
か
ら
18
歳
ま
で
が
４
市
町

村
、
中
学
３
年
生
を
対
象
が

３
市
町
、
中
学
１
年
生
か
ら

３
年
生
が
１
町
、
中
学
３
年

生
及
び
高
校
３
年
生
が
１
町
。

問 

予
防
接
種
を
す
る
こ
と

で
重
症
化
を
防
ぎ
、
医
療
費

も
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
町
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
費
用
助
成
す
る
考
え
は
。

答　

費
用
対
効
果
に
優
れ
、

医
療
費
削
減
の
可
能
性
も
あ

り
、
ま
た
、
助
成
自
治
体
が

多
い
の
で
財
政
担
当
と
調
整

し
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

保
険
証
廃
止
と
マ
イ
ナ
保
険

証
へ
の
移
行
の
対
応　
　
　

問 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

申
込
み
登
録
の
割
合
と
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
。

答　

国
保
が
56
．
７
％
、
後

期
高
齢
者
医
療
が
54
．
４
％
。

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
率
は
、

国
保
加
入
者
は
10
．
５
％
、

介
護
保
険

問 

介
護
保
険
料
は
ど
う
な

っ
た
の
か
。

答　

３
年
毎
に
見
直
し
す
る
。

保
険
料
率
を
細
分
化
す
る
な

ど
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
保

険
料
に
な
る
よ
う
改
正
し
た
。

　

給
付
費
準
備
基
金
の
半
分

を
取
り
崩
し
、
町
民
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

問 

基
金
残
高
は
。

答　

令
和
５
年
度
決
算
見
込

み
で
２
億
５
５
６
１
万
円
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
増

加
傾
向
で
あ
る
。

緊
急
通
報

問 

動
け
な
い
人
は
、
ど
う 

な
る
か
。

答　

ト
イ
レ
等
の
利
用
が
24

時
間
な
い
と
き
、
委
託
の
事

業
者
が
来
る
。

石
坂
の
森

問 

石
坂
の
森
に
、
ト
イ
レ

の
設
置
を
考
え
な
い
か
。

答　

建
築
基
準
法
の
要
件
が 

満
た
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
非
公

表
。

問 

現
行
の
保
険
証
が
廃
止

さ
れ
る
12
月
２
日
以
降
の
町

の
事
務
へ
の
影
響
は
。

答　

現
時
点
で
想
定
さ
れ
る

事
務
手
続
は
以
下
の
と
お
り
。

　

新
た
に
国
保
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る

場
合
、
12
月
１
日
以
前
の
届

出
で
あ
れ
ば
、
令
和
７
年
７

月
31
日
ま
で
を
有
効
期
間
と

す
る
現
行
の
健
康
保
険
証
を

発
行
。

　

12
月
２
日
以
降
に
届
け
出

た
場
合
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
持
っ
て
い
な
い
方
は
、
健

康
保
険
証
の
代
わ
り
に
、
毎

年
７
月
末
を
有
効
期
限
と
す

る
資
格
確
認
書
を
発
行
。
マ

イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る

方
は
、
そ
の
ま
ま
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
利
用
。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

企
業
誘
致
＝
新
た
な
税
収
確
保
。

就
労
の
場
の
確
保

暮
ら
し
や
す
い

確
か
な
町
づ
く
り
へ
。

石
井
　
計
次 

議
員

ご意見・ご感想ありがとうございましたご意見・ご感想ありがとうございました
今後の議会活動に活かしていきます

議会に対してのご意見・ご要望・ご感想など
◦�政治に関心がなくなっている現在、一番身

近な町議会の活動ぶりを、もっとPRしてい
ただきたい。具体的には「議会だより」やホー
ムページだけでなく、議会のPRのあり方を
見直すべき。（70代以上）

◦�傍聴席の最前列はデスクがあるが、２列目
以降はデスクが無いため、メモが取れない。
全席にデスクを付けてもらいたい。（70代
以上）

◦�傍聴席が低く、議場（特に議員席）が見え
ない。議場全体を写すモニターを設置して
ほしい。（70代以上）

◦�議場両サイドに傍聴席を作るべき。（70代
以上）

◦�議会を小中学生にも見せるべき。ヨーロッ
パでは早くから教育の一環として見学させ
ている。早くから町を愛する人間の育成に

（70代以上）
　※今回小学生が見学に来ています

傍聴アンケートより ◦�議員の質問を洗練させてほしい。感想を述
べてもらってもしょうがない。（50代）

◦�準備をしっかりして、無駄な質問はしない
でほしい。（50代）

町政・議会で、今一番関心があること
◦�町政・議会の全てについて（70代以上）
◦�ちょっくま（70代以上）
◦�町長選挙（70代以上）
◦�太陽光発電（50代）
◦�有害鳥獣対策、外来種(アライグマ、クビア

カツヤカミキリ)対策（50代）

議会へのご意見ご感想
◦�深堀した質疑応答を期待します。（70代以

上）
◦�「ちょっくま」への税金投入を早くやめて

ほしい。（60代）

クイズ感想より

問 

町
内
の
産
業
誘
導
エ
リ

ア
の
中
で
、
地
域
未
来
投
資

促
進
法
で
進
め
る
エ
リ
ア
は

ど
こ
か
。

答　

区
域
指
定
が
あ
る
「
今

宿
仮
宿
地
区
」
を
除
く
、「
大

橋
エ
リ
ア
」「
泉
井
エ
リ
ア
」

「
竹
本
エ
リ
ア
」
を
埼
玉
県

基
本
計
画
に
重
点
促
進
区
域

と
し
て
盛
り
込
み
、
進
め
て

い
き
た
い
。　
　
　
　

問 

３
地
区
に
つ
い
て
進
め

る
順
番
は
決
め
て
い
る
か
。

答　

３
地
区
同
時
に
設
定
し

た
い
と
考
え
る
が
、
進
出
企

業
の
状
況
等
も
確
認
し
つ
つ

進
め
た
い
。

問 

３
地
区
同
時
で
進
め
た

い
考
え
の
よ
う
だ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
エ
リ
ア
の
状
況
に
違
い

が
あ
る
が
い
か
が
か
。

答　

現
状
、
地
権
者
の
同
意

が
ほ
ぼ
得
ら
れ
て
い
る
「
大

橋
地
区
」
を
最
優
先
で
進
め

た
い
。

問 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

的
な
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

各
エ
リ
ア
の
対
象
範
囲

を
確
定
さ
せ
、
土
地
利
用
調

整
計
画
を
作
成
し
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
企

業
誘
致
は
待
っ
た
な
し
で
進

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
県
と
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

職
員
の
名
札
に
つ
い
て　

問 

「
カ
ス
ハ
ラ
」
が
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
課
名
と
名
字
の
み

の
表
記
に
改
編
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答　

時
期
に
つ
い
て
は
先
行

自
治
体
の
例
を
参
考
に
、
遅

く
と
も
８
月
に
は
実
施
し
た

い
。

町内産業誘導エリアはどこか
大橋・泉井・竹本の3地区

企業誘致

新
た
な
開
発
手
法
の
新
法
に
期
待

はとやま議会だよりNo.165　1011　はとやま議会だよりNo.165



　

令
和
6
年
５
月
17
日
お
よ

び
6
月
10
日
、
所
管
の
事
務

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
の
工
事
詳
細
図
面
及
び

計
画
表
を
入
手
し
、
確
認
し

ま
し
た
。
地
権
者
と
の
合
意

が
得
ら
れ
た
後
、
重
郎
橋
架

け
替
え
に
先
立
ち
、
仮
設
橋

と
仮
設
道
路
の
工
事
を
行
う

計
画
で
す
。
現
場
視
察
を
行

い
、
目
視
し
て
工
事
の
範
囲

が
か
な
り
広
い
こ
と
を
実
感

し
、
仮
設
橋
や
道
路
の
高
さ

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
農
地
の
条
件
と
し

て
50
ａ(

５
０
０
０
㎡)

以
上

　

令
和
６
年
５
月
14
日
、
所

管
の
事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
立

促
進
と
日
常
生
活
の
質
の
向

上
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

安
否
の
確
認
、
異
常
の
早
期

発
見
・
早
期
対
応
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
で
、
本
年
４
月
１

日
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
で

実
施
し
て
き
た
事
業
を
町
の

事
業
と
し
て
実
施
を
始
め
た

も
の
で
す
。

　

65
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
、
障
が
い
者
手
帳
を
交

付
さ
れ
た
方
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

株
式
会
社
マ
リ
エ
と
委
託

契
約
を
締
結
し
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
は
、
原
材
料
費
及
び

調
理
費
用
相
当
分
と
し
て
、

１
食
当
た
り
５
０
０
円
。
町

は
、
委
託
事
業
者
へ
１
食
当

調
査
事
項

調
査
事
項

総
務
産
業
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

重
郎
橋
架
け
替
え
と
岩

重
郎
橋
架
け
替
え
と
岩

殿
岩
井
線
工
事

殿
岩
井
線
工
事

農
地
法
改
正
点
及
び
農

農
地
法
改
正
点
及
び
農

地
利
用
条
件
と
就
農
移

地
利
用
条
件
と
就
農
移

住
推
進
に
つ
い
て

住
推
進
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

在
宅
高
齢
者
等
配
食

在
宅
高
齢
者
等
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
が
廃
止
さ
れ
、
農
地
利
用

条
件
は
、

①　

農
地
の
全
て
を
効
率
的

に
利
用
す
る
こ
と

②　

農
作
業
に
常
時
従
事
す

る
（
原
則
150
日
以
上
）

③　

周
辺
農
地
利
用
に
支
障

が
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
農
業
従
事
者
の
減
少
・

高
齢
化
に
対
応
す
べ
く
、
小

規
模
農
家
の
新
規
参
入
の
幅

が
広
が
り
、
農
業
従
事
者
の

増
加
を
期
待
す
る
法
案
と
な

り
ま
し
た
。

た
り
３
０
０
円
の
委
託
料
を

支
払
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
５
月
１
日
現
在

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
登
録
者
数

は
、
15
人
と
の
こ
と
で
す
。

　

事
業
が
社
協
か
ら
町
に
変

わ
っ
た
理
由
は
、
と
の
質
問

に
、
物
価
の
高
騰
等
か
ら
、

契
約
金
額
等
に
つ
い
て
も
上

げ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状

況
の
中
で
、
町
で
実
施
す
る

こ
と
が
費
用
的
に
も
有
効
で

あ
る
こ
と
。
責
任
の
所
在
を

考
え
た
と
き
、
町
で
実
施
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
の

答
で
し
た
。

　

空
き
家
３
４
０
戸
。
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
で
は
１
３
９
戸
が

調
査
済
み
で
す
。
特
定
空
家

と
な
っ
た
の
は
６
件
で
、
２

件
は
所
有
者
に
通
知
し
、
相

続
に
課
題
が
あ
る
４
件
は
、

今
年
度
中
に
連
絡
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
管
理
不

全
空
家
の
県
の
基
準
が
ま
だ

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

議員の議員の政務活動費政務活動費公表します公表します

　議員が町政の課題及び町民の意思を把握し、
町政に反映させる活動その他の住民福祉の増進
を図るために必要な活動を行うために支給され
る費用です。
　交付額は、議員１人あたり月額2,500円です。

政務活動費とは？

※2人の議員は交付申請していません。

はとやま議会だよりNo.165　1011　はとやま議会だよりNo.165
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第
165
号
編
集
委
員

委
員
長�

野
田
小
百
合

委　

員�

根
岸
富
一
郎

委　

員�

森　
　

利
夫

委　

員�

日
坂　

和
久

委　

員�

関
根　

清
隆

委　

員�

清
水　

秀
幸

次回定例会は９月２日から
（予定）

■�請願、陳情は８月2６日17時までに提出してください。

編
集
後
記

●�

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

お
二
人
に
町
の
特
産
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

（
応
募
方
法
）

　

は
が
き
に
「
答
え
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

（
あ
て
先
）

〒
350-

0392

　

鳩
山
町
大
豆
戸
184-

16

　

議
会
事
務
局 

ク
イ
ズ
係

（
締
切
）
８
月
31
日
㈯

★
前
号
の
答
え

　

①
ロ　
　

②
ハ

164
号
の
当
選
者
お
二
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〇
田　

畑　

新　

子　

様

〇
宮　

入　
　
　

啓　

様

議
会
ク
イ
ズ

問
題
１

　

�

政
務
活
動
費
は
月
額
い

く
ら
？

　
　

イ 

２
５
０
０
円

　
　

ロ 

１
０
０
０
０
円

　
　

ハ 

３
０
０
０
０
円

問
題
２

　

�

今
宿
小
学
校
は
開
校
何

周
年
？

　
　

イ 

５０
周
年

　
　

ロ 

１
０
０
周
年

　
　

ハ 

１
５
０
周
年

問
題
３

　

�

議
会
へ
の
ご
意
見
・
ご

感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　６月27日、放課後こども教室　今宿キッズに
伺いました。
　この取り組みは、放課後に子どもたちが安全・
安心に活動できる居場所の確保と地域とのつなが
りを深めるため、毎週木曜日の放課後から午後４
時50分頃まで、今宿小学校の余裕教室・図工室・
体育館・グラウンドを活用して、学習活動・体験
活動・遊び等を行っています。昨年６月から始まっ
ています。
　１～３年生が対象で、今年度は34人が登録し
ています。学童のこどもたちも今日は９人参加で
した。
　30分ほど宿題など思い思いに学習タイム。続
いてみんなで一緒にクイズ。そのあとは自由時間。
　今日は体育館で『じゃんけん列車』。じゃんけ
んで負けると後ろにつながっていきます。最後に
先頭にいる子が勝ちです。子どもたちの素敵な笑
顔がいっぱいこぼれていました。
　今宿小学校は今年150周年です。歴史ある学校
です。
　鳩山小学校で
も今年６月から
放課後こども教
室が始まってい
ます。次は亀井
小学校ですね。

放課後子ども教室　今宿キッズ放課後子ども教室　今宿キッズ

　

今
宿
仮
宿
地
区
の
区
域
指

定
が
完
了
後
、
そ
の
一
部
区

域
の
建
築
形
態
規
制
見
直
し

を
、
１
年
半
近
く
か
け
て
行

っ
た
。
有
利
な
土
地
利
用
条

件
を
整
備
し
、
早
期
の
企
業

誘
致
を
実
現
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
約

10
ヶ
月
経
過
し
た
今
、
進
出

予
定
企
業
の
撤
退
が
発
表
さ

れ
た
。

　

民
主
主
義
の
世
の
中
で
は
、

人
間
関
係
や
利
害
関
係
等
は

す
べ
て
、
双
方
の
共
通
意
見

の
下
で
前
進
す
る
と
考
え
る
。

　

全
員
の
議
員
が
町
民
の
皆

さ
ん
に
、
議
会
の
内
容
が
伝

わ
る
よ
う
願
い
な
が
ら
、「
議

会
だ
よ
り
」
を
編
集
し
て
い

ま
す
。
ご
理
解
頂
け
ま
す
よ

う
お
願
い
す
る
と
同
時
に
、

ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

議
会
事
務
局
ま
で
連
絡
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。�

（
森
）


